
日 水月 木火 金 土

が
、
漱
石
が
心
配
で
た
ま
ら
な
い
小
宮
は

病
状
が
落
着
く
ま
で
、
甲
斐
甲
斐
し
い
ま

で
の
看
護
に
あ
た
り
、
そ
の
様
子
を
日
記

に
詳
細
に
書
き
留
め
ま
し
た
。

　
後
年
こ
の
様
子
を
よ
く
知
る
同
門
の
森も

り

田た

草そ
う

平へ
い

が
「
ま
る
で

漱
石
の
名
作
『
こ
こ

ろ
』
の
主
人
公
〈
私
〉

の
よ
う
だ
」
と
評
し

ま
し
た
が
、
言
い
得

て
妙
と
い
う
ほ
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　

意
図
し
な
い
こ
と

と
は
い
え
、
小
宮
は

ま
た
も
漱
石
作
品
の

モ
デ
ル
を
演
じ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
す
。 

▲ ファイルの閲覧には旧帆柱小の学習机を利用して頂きました

▲「唐
とうみ

箕」を使った農作業風景

▲「修善寺日記」の表紙部分

▲病床の漱石に漸く面会できた8月30日から始まる「修善寺日記」

▲実習成果はミニ展示「証書類でたどる三四郎の歩み」にまとめました

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
８
月
３
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
８
月
10
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
８
月
17
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
８
月
24
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

● 

開
催
予
定
期
間

　

 

令
和
６
年
９
月
１
日
（
日
）
ま
で

● 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

実
施
日
時　
令
和
６
年
８
月
18
日
（
日
）

　
・
午
前
の
部 

10
時
～  

・
午
後
の
部 

14
時
～

実
施
場
所　
み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館

講
師

井
上
信
隆

（
当
館
学
芸
員
）

募
集
方
法

午
前
・
午
後
各
３０

名
の
先
着
６０
名
の

み
参
加
可
。
参
加

希
望
者
は
電
話
に

よ
る
事
前
連
絡
が

必
要
。

◆
夏
休
み
企
画
展

「
昭
和
の
暮
ら
し
と
風
景
展
」

　
み
や
こ
町
ゆ
か
り
の
有
馬
輝
美
、
有
馬
美
和

子
夫
妻
は
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
民
具
と
紙
粘
土
を
素

材
と
し
た
各
種
人
形
を
制
作
す
る
人
形
作
家

で
、
特
に
「
昭
和
」
の
日
常
風
景
を
再
現
し
た

作
品
を
数
多
く
手
掛
け
て
い
ま
す
。
今
回
の
企

画
展
で
は
、
細
部
ま
で
見
事
に
表
現
さ
れ
た
農

機
具
や
、
そ
れ
を
使
う
人
々
の
細
か
い
動
き
な

ど
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
溢
れ
る
作
品
を
多
数
展
示
し

ま
す
。
ま
た
開
催
期
間
中
、
み
や
こ
町
図
書
館

で
、
有
馬
夫
妻
が
制
作
し
た
人
形
の
ミ
ニ
展
示

及
び
関
連
図
書
の
展
示
を
実
施
し
ま
す
。
大
人

に
は
懐
か
し
さ
、
子
ど
も
に
は
昭
和
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
展
示
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
是
非
、
ご

来
館
下
さ
い
。

◆
講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

８
月
の
歴
史
講
座

　６月11日（火）から6日間、学芸員資格の取得を
目指す土田嘉樹さん（八洲学園大学）の博物館
実習を行いました。
　社会人枠のリカレント学習の取組でしたが、実
習者の旺盛な学習意欲に、館職員も大いに触発
されるよい機会となりました。

　６月21日（金）～7月19日（金）まで、館内ホール
で酒盛栄一さん（犀川帆柱）の手作り地域史ファ
イル「古里の歴史と文化」を公開しました。ミニ展
示の形でファイルを披露し、観覧者からは「よくま
とめられてるね」の声が寄せられました。

◆
博
物
館
「
イ
チ
オ
シ
」
逸
品
レ
ポ
ー
ト

こ
の
展
示
（
＆
収
蔵
資
料
）

コ
コ
が
見
ど
こ
ろ
、こ
こ
が
ツ
ボ
!!

●
資
料
解
説
～
三
四
郎
が
演
じ
た「
こ
こ
ろ
」の
記
録

　
今
年
は
「
み
や
こ
の
先
人
」
の
一
人
・

小
宮
豊
隆
の
生
誕
１４０
年
の
記

メ
モ
リ
ア
ル念
年イ

ヤ
ーで
す
。

漱
石
最
愛
の
弟
子
に
し
て
小
説
『
三
四
郎
』

の
モ
デ
ル
・
漱
石
研
究
の
大
家
と
さ
れ
る

小
宮
で
す
が
、
漱
石
の
輝
き
が
強
烈
過
ぎ

て
、
残
念
な
が
ら
彼
自
身
の
こ
と
は
あ
ま

り
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
記
念
の
年
、「
知
の
巨
人
」
と
も

い
う
べ
き
教
養
の
人
・
小
宮
豊
隆
を
当
館

注
目
の
資
料
か
ら
究
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
大
学
を
辞
め
専
業
作
家
と
な
っ
た
漱
石

は
、
ヒ
ッ
ト
作
を
連
発
す
る
一
方
、
創
作

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
故
か
酷
い
胃い

潰か
い

瘍よ
う

を
患

い
ま
す
。
明
治
43
（
一
九
一
〇
）
年
８
月
、

転
地
療
養
を
勧
め
ら
れ
修し

ゅ
ぜ
ん
じ

善
寺
温
泉
（
静

岡
県
）
に
向
か
い
ま
す
が
、
逗
留
先
の
旅

館
で
大
量
吐
血
し
一
時
臨
死
状
態
と
な
り

ま
し
た
。
慌
て
た
周
囲
は
「
ソ
ウ
セ
キ
キ

ト
ク
」
の
電
報
を
打
ち
、
そ
の
報
は
犀
川

久
富
で
結
婚
式
の
準
備
を
し
て
い
た
小
宮

の
下
に
も
届
き
ま
し
た
（
８
月
25
日
）。

電
報
を
受
け
取
っ
た
小
宮
は
ま
さ
に
「
取

る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
」
汽
車
に
飛
び
乗

り
、
当
時
と
し
て
は
最
速
で
漱
石
の
下
に

駆
け
付
け
ま
し
た
（
８
月
27
日
）。

　

幸
い
漱
石
の
病
状
は
回
復
し
ま
し
た

●
資
料
名

　
小
宮
豊
隆
資
料
（
第
二
次
寄
贈
）一括
の
う
ち

　
　
①
小
宮
豊
隆
所
用
携
行
手
帳
よ
り「
修
善
寺
日
記
」

　
　
②
漱
石
揮
毫
「
隨
縁
放
曠
（
ず
い
え
ん
ほ
う
こ
う
）」

●
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

・
法 

量 

等 

：
①
１
冊　
②
１
幅
（
額
装
書
）

・
制
作
年
代
：
明
治
43-

44（一九一○
～
十一）
年

・
ポ
イ
ン
ト
：
漱
石
の
闘
病
記
録
に
し
て
名
作

　
　

  　
　
　
『
こ
こ
ろ
』
を
偲
ば
せ
る
史
料

・
公
開
状
況
：
➀
非
公
開　
➁
常
設
展
示
中

博物館休館日カレンダー
2024 年  8 月

みやこ町歴史民俗博物館

休館日　※情報はR6.7.22 現在

み や こ 町 歴 史 民 俗 博 物 館 発 行
福岡県京都郡みやこ町豊津 1122-13
T E L  0 9 3 0 - 3 3 - 4 6 6 6
F A X  0 9 3 0 - 3 3 - 4 6 6 7

No.213 令和6年 8月 1日

博物館だより

6月の業務日誌から
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13
20
27

2
9
16
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3
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31

▲回復した漱石から翌年に行われた小宮の結婚祝に贈られた揮毫



会
津
若
松
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

　

み
や
こ
町
は
、
令
和
４
年
（
２
０
２
２
）

９
月
22
日
、
福
島
県
の
会
津
若
松
市
と

「
郡

こ
お
り

長な
が
ま
さ正

ゆ
か
り
の
地
交
流
都
市
宣
言
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
１
５
０
年
以

上
前
に
、
み
や
こ
町
豊
津
の
地
で
わ
ず
か

16
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
斗と

南な
み
は
ん藩
（
旧
会

津
藩
）
出
身
の
郡
長
正
（
１
８
５
６
～

１
８
７
１
）
を
偲し

の

ぶ
両
自
治
体
・
住
民
の

相
互
交
流
を
目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
た

も
の
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
交
流
都
市

宣
言
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
郡
長
正
と
関

係
の
あ
る
会
津
ゆ
か
り
の
人
物
に
つい
て
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

会
津
戦
争
と
萱
野
家

　

薩
摩
・
長
州
・
土
佐
藩
で
構
成
さ
れ

た
新
政
府
軍
と
旧
江
戸
幕
府
軍
及
び
会

津
藩
を
含
む
東
北
諸
藩
か
ら
成
る
旧
幕

府
軍
が
戦
っ
た
の
が
戊ぼ

し
ん辰

戦
争（
１
８
６
８

年
１
月
～
１
８
６
９
年
６
月
）
で
す
。
各

地
で
繰
り
広
げ
た
戦
い
に
よ
っ
て
両
軍
合

わ
せ
て
８
０
０
０
名
以
上
の
戦
死
者
を
数

え
る
日
本
近
代
史
上
、
最
大
の
内
戦
と

な
り
ま
し
た
。
中
で
も
「
会
津
戦
争
」

と
よ
ば
れ
る
戦
闘
は
、
戊
辰
戦
争
の
ひ
と

つ
の
局
面
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の

福
島
県
会
津
若
松
市
周
辺
で
は
、
女
性

や
子
ど
も
を
巻
き
込
む
市
街
戦
が
展
開

さ
れ
、
そ
の
悲
劇
が
現
在
ま
で
語
り
継

メ
リ
カ
に
渡
り
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
物
理

学
の
学
位
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
帰
国

後
の
明
治
12
年
（
１
８
７
９
年
）、
日
本

人
と
し
て
初
の
物
理
学
教
授
に
就
任
し

ま
す
。
そ
の
後
、
東
京
帝
国
大
学
（
現

在
の
東
京
大
学
）
の
総
長
を
11
年
11
か

月
務
め
歴
代
総
長
の
最
長
在
任
を
記
録

し
て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
の
九
州
大
学
の

初
代
総
長
や
、
九
州
工
業
大
学
の
初
代

総
裁
を
務
め
る
な
ど
、
福
岡
県
内
で
も

教
育
に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
明
治
33
年
（
１
９
０
０
）

５
月
に
は
「
会
津
図
書
館
共
立
会
」
を

設
立
し
、
故
郷
の
会
津
に
図
書
館
を
建

設
す
る
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
没

後
の
昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）
に
は
、
白

虎
隊
と
し
て
、
会
津
戦
争
を
戦
っ
た
体

験
を
記
し
た
『
会
津
戊
辰
戦
史
』
が
出

版
さ
れ
、
数
少
な
い
元
白
虎
隊
員
が
記

し
た
貴
重
な
記
録
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
郡
長
正
、
山
川
健
次
郎
は
共
に

16
歳
と
い
う
若
さ
で
会
津
や
国
の
代
表
と

し
て
、
各
々
の
目
的
の
た
め
豊
津
や
ア
メ

リ
カ
に
旅
立
っ
て
い
ま
す
が
、
会
津
藩
は

こ
の
２
名
の
他
に
も
新
政
府
で
活
躍
し
た

優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
会
津
藩
は
、
寛
文
３
年
（
１
６
６
３
）

に
日
本
で
は
じ
め
て
老
齢
年
金
制
度
を

創
設
す
る
な
ど
斬
新
な
制
度
を
確
立
し

た
藩
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

郡
長
正
の
物
語
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ

た
会
津
若
松
と
の
交
流
事
業
で
す
が
、

彼
の
精
神
は
今
後
も
両
自
治
体
の
人
々
に

よ
っ
て
長
く
語
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

（
井
上
信
隆
） 

津
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
の
が
「
白び

ゃ
っ
こ
た
い

虎
隊

の
悲
劇
」
で
す
。
白
虎
隊
は
、
会
津
戦

争
を
き
っ
か
け
に
10
代
の
武
家
男
子
に

よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
部
隊
で
、
会
津
藩

の
敗
色
が
濃
く
な
る
状
況
を
見
て
飯
盛

山
で
自
刃
し
た
悲
劇
が
現
在
ま
で
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
白
虎
隊
士
の一
人

と
し
て
新
政
府
軍
と
戦
っ
た
山
川
健
次

郎
（
１
８
５
４
～
１
９
３
１
）
は
、
会
津

戦
争
後
の
明
治
３
年
（
１
８
７
０)

16
歳

の
時
に
ア
メ
リ
カ
へ
の
国
費
留
学
生
に
選

抜
さ
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
へ
向
か
う
船
の

中
で
提
供
さ
れ
た
食
事
は
バ
タ
ー
な
ど
を

用
い
た
「
西
洋
料
理
」
で
あ
り
、
そ
の

芳
香
も
彼
の
記
録
で
は
「
変
な
に
お
い
」

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
加
え
て
ひ

ど
い
船
酔
い
に
な
っ
た
彼
は
乗
船
後
、
全

く
食
事
を
摂と

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
を
見
か
ね
た
外
国
人
船
医

が
「
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
」
を
勧
め
ま
し
た
。

ご
飯
な
ら
食
べ
ら
れ
る
の
で
は
？
と
考
え

た
の
が
そ
の
理
由
で
し
た
が
、
彼
の
記
録

に
よ
る
と
「
ご
飯
の
上
に
あ
る
ド
ロ
ド
ロ

し
た
も
の
は
と
て
も
食
べ
る
気
に
な
れ
な

か
っ
た
の
で
船
医
が
用
意
し
た
杏あ

ん
ずの
砂
糖

漬
け
を
お
か
ず
に
ご
飯
を
食
べ
て
飢
え
を

凌
い
だ
」
と
い
う
記
述
を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
諸
説
み
ら
れ
ま
す
が
、
彼
が

記
し
た
こ
の
記
述
が
現
在
確
認
で
き
る

資
料
の
中
で
「
日
本
人
が
カ
レ
ー
を
食
べ

た
最
古
の
記
録
」
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
青
年
に
と
っ
て
カ
レ
ー
は
「
お
か

わ
り
！
」
必
須
の
料
理
で
す
が
、
当
時
は

「
外
国
の
奇
妙
な
食
べ
物
」
で
あ
っ
た
こ

と
が
伺
え
ま
す
。
カ
レ
ー（
実
際
は
ご
飯
）

を
食
べ
て
飢
え
を
克
服
し
た
彼
は
無
事
ア

が
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
戦
い
で
会
津
藩
は

新
政
府
軍
に
敗
れ
ま
す
が
、
会
津
藩
の

家
老
で
あ
っ
た
萱か

や
の野

権ご
ん
べ
え

兵
衛
は
、
い
わ
れ

な
き
逆
賊
の
汚
名
を
負
う
こ
と
に
な
り
、

藩
の
全
責
任
を
と
って
切
腹
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
会
津
藩
の
人
々
は
極
寒
の
青

森
県
の
下
北
半
島
に
位
置
す
る
斗
南
藩

に
移
転
に
な
り
ま
す
が
、
会
津
藩
の
再

興
の
た
め
、
特
に
優
秀
な
青
年
７
名
を

選
抜
し
、
明
治
３
年
（
１
８
７
０
年
）
に

豊
津
藩
（
旧
小
倉
藩
）
の
藩
校
、
育
徳

館
（
現
在
の
育
徳
館
高
校
）
に
留
学
さ

せ
ま
す
。
７
名
の
中
で
も
特
に
文
武
両

道
に
秀ひ

い

で
て
い
た
の
が
萱
野
権
兵
衛
の
次

男
「
郡
長
正
」
で
す
。
し
か
し
郡
長
正

は
翌
年
の
明
治
４
年
（
１
８
７
１
年
）
５

月
１
日
に
育
徳
館
の
寮
の一
室
で
自
ら
命

を
絶
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
諸

説
み
ら
れ
ま
す
が
、故
郷
を
離
れ
て
「
会

津
武
士
道
」
の
精
神
を
貫
き
16
歳
で
果

て
た
彼
の
志
は
、
現
在
ま
で
故
郷
の
会

津
及
び
み
や
こ
町
で
語
り
継
が
れ
、
両
自

治
体
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
「
交
流

の
歴
史
」
と
な
って
い
ま
す
。

「
朝
の
連
ド
ラ
主
人
公
」
と
の
関
係

　

今
か
ら
79
年
前
の
８
月
６
日
に
人
類

史
上
初
と
な
る
原
子
爆
弾
が
広
島
に
投

下
さ
れ
、
そ
の
３
日
後
に
は
、
長
崎
に
も

投
下
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
10
年
後
の
昭

和
30
年
（
１
９
５
５
）
４
月
、
ア
メ
リ
カ

の
原
爆
投
下
を
国
際
法
違
反
と
し
、
損

害
賠
償
を
求
め
て
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、

日
本
の
裁
判
所
で
初
め
て
「
原
爆
投
下

は
国
際
法
違
反
」
と
明
言
し
た
「
原

爆
裁
判
」
を
担
当
し
た
の
が
三み

淵ぶ
ち

嘉よ
し
こ子

（
１
９
１
４
～
１
９
８
４
）
で
す
。
彼
女
は

「
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
の
１
人
」
で

あ
り
「
日
本
初
の
女
性
判
事
お
よ
び
家

庭
裁
判
所
長
」
に
な
っ
た
人
物
で
、
連

続
テ
レ
ビ
小
説
『
虎
に
翼
』
は
彼
女
の

生
涯
を
ド
ラ
マ
化
し
た
も
の
で
す
。
彼

女
は
、
こ
の
裁
判
の
翌
年
、
初
代
最
高

裁
判
所
長
官
、
三み

ふ
ち
た
だ
ひ
こ

淵
忠
彦
（
１
８
８
０

～
１
９
５
０
）
の
長
男
、
三
淵
乾
太
郎

（
１
９
０
６
～
１
９
８
５
）
と
再
婚
し
ま

す
。
三
淵
忠
彦
の
父
、
三
淵
隆た

か
ひ
ら衡
は
郡

長
正
の
父
、
萱
野
権
兵
衛
の
弟
で
、
萱

野
権
兵
衛
は
忠
彦
の
伯
父
に
あ
た
り
ま

す
。
萱
野
家
は
会
津
藩
の
家
老
や
奉
行

な
ど
を
務
め
る
家
系
で
し
た
が
、
萱
野

権
兵
衛
の
死
後
、
家
名
断
絶
に
伴
い
萱

野
家
を
継
い
だ
長
男
を
除
い
て
「
郡
」
や

「
三
淵
」
の
姓
を
名
乗
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
萱
野
権
兵
衛
が
抱

い
た
萱
野
家
一族
の
再
興
への
思
い
は
、
後

に
「
司
法
の
頂
点
」
ま
で
上
り
詰
め
た

子
孫
に
よって
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

初
め
て
カ
レ
ー
を
食
べ
た
日
本
人

　

夏
の
キ
ャ
ン
プ
の
定
番
メ
ニュ
ー
が
「
カ

レ
ー
」
で
す
。
現
在
、「
国
民
食
」
と

し
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
好
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
カ
レ
ー
を
初
め
て
口
に
し

た
日
本
人
は
会
津
出
身
の
人
物
で
す
。

萱
野
権
兵
衛
、
郡
長
正
と
共
に
今
も
会
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郡
長
正
と

会
津
ゆ
か
り
の
人
々

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


